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重視すべき管理策を導出する流れ

ASP・SaaSを提供する構成を特定することにより重視すべきセキュリティ上の脅威を抽出し、ASP・SaaS
の利用業界またはサービス種別を特定することにより重点的に守るべき情報資産を特定する。この準備
作業をルーチン化しておけば、ASP・SaaSガイドラインが管理策の過不足を評価する手段を供給すること
により、各々のASP・SaaSが重点的に取り組むべき管理策が明確になり、その情報セキュリティ向上に

資することができる。
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既存の基準・ガイドラインの相関分析

ISO 27002

MICTS
ISO 20000

BS 25999

FISC
NIST

COBIT

SAS70
Sys Trust
Web Trust

J-SOX

JIS Q15001

2.個人情報保護 3.内部統制
（ＩＴ全般統制）

対応している

大きな関連性がある

関連性がある

広義に解釈すると管理策に関連性が見られるもの

1.情報セキュリティ 5.ＩＴサービス 6.事業継続

要
求
事
項

附
属
書
Ａ

ISO/IEC 27001

既存の基準・ガイドラインには、相互に重複や関連性が多く見られる。これらについて分析し、ASP・
SaaSの管理策として重要な事項を過不足なく抽出できるように準備を進めることが次の課題となる。

4.SLA

ITIL
7.信頼性

5. 経営陣の責任

6. ISMSの内部監査

7. ISMSのマネジメントレビュー

8. ISMSの改善

A.5 情報セキュリティ基本方針

A.6 情報セキュリティのための組織

A.7 資産の管理

A.8 人的資源のセキュリティ

A.10 通信及び運用管理

A.11 アクセス制御

A.12 情報システムの取得・開発及び保守

A.13 情報セキュリティインシデントの管理

A.14 事業継続管理

A.15 コンプライアンス

A.9 物理的及び環境的セキュリティ
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